
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016/5/21 No.51 
ＪＲ東労組青年部 

（東日本旅客鉄道労働組合青年部） 

発行責任者 福田 潤一 

 ２０１６年５月１２～１６日、ＪＲ総連青年協議会主催「５・１５沖縄平和

行進」にＪＲ東労組青年部から２５名（ＪＲ総連全体で３６名）の仲間で参加

しました。１日目は、普天間からの基地移設が予定されている辺野古へ向かい、

沖縄平和運動の方から現状の報告を受けました。また、座り込みをしている方々

へ連帯のあいさつや各地方からの檄物資を届けました。 

２日目からの平和行進では、「沖縄に基地はいらない」「辺野古への新基地建

設反対」「戦争放棄の憲法９条を守ろう」とシュプレヒコールを行いました。行

進中は、地域の方々からの応援を頂き、基地をなくしたいという沖縄県民の想

いや苦悩を実感することが出来ました。 

さらに、ＳＥＡＬＤｓ ＲＹＵＫＹＵ（シールズ琉球）の方と意見交換会を

開催し、ＳＥＡＬＤｓに参加した理由や自らが行動しようとした転換点などを

議論しました。そして、戦争のない社会や基地のない沖縄を創りだすためには

私たち若者が行動しなければ切り拓けないことを参加者全員で確認しました。 

  


